
緩勾配の場合：天窓本体よりもジャンプ台

が大きくなってしまうため、意匠的に敬遠

されます。雪が多くないエリアについては

EDLTOPを使用。多雪地域や分水板を設

ける場合はADPTOPを使用。

棟付近：棟換気システムがある場合が

多い。EDLTOPを使用する場合は棟芯

より450ｍｍ程度、窓を水下方向へ下

げると使用可。

（鋼板屋根材を約１枚分の働き長さ）

棟付近以外：ジャンプ台の

施工可能。ジャンプ台なし

はEDLTOPも可。

EDLTOP または ECR

ADPTOP 
または EDLTOP

棟近くのジャンプ台は逆勾配

になり易い。逆勾配になら

ず、棟換気等の問題がなけ

ればジャンプ台方式が可。

（窓高と棟高を同じ高さにす

る棟包み方式）

ADPTOP EDLTOP または ECR

１階下屋、外壁近く：EDLTOP使用不可と

判断される場合はジャンプ台方式で施

工。ただし斜めにせず窓高さで外壁内へ

納める様にする。（ジャンプ台方式は逆勾

配なるため）

１階下屋、屋根中央：窓上部に溜まる雪

も少量であり、EDLTOP可。

ジャンプ台施工の場合は逆勾配にならな

い様に注意が必要。

VSタイプ取付位置による鋼板屋根納まりの目安

部材の品番と名称について
【EDLTOP】：鋼板用上部水切り
【ADPTOP】：鋼板掴みアダプター
【ECR】　　　：フラットキット（上部カバー）
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